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の高い時間分解能と 超音波波長より短い O.lmm 以下の変位分解能を兼ね備えた高速度超音波差分





高速度超音波差分断層法 CHigh-speed DSE) の原理と概念
原理は高速度超音波断層像の連続的 subtracti on である。 一枚の断層像では空間分解能が不十分
であるが，後方散乱の強度つまり超音波断層像の各画素の輝度は，対象物体の音響インピーダンス
と位置の変化に応じて原理的には無限の階調性を持つ。そ乙で連続する断層撮影像の時間的隣接画




High -speed DSE system の構成と動作
試作機では High Frame-rate 超音波断層装置(目立メディコ社製 EUB-565S，最高 164仕ame
/sec) からシネループ出力を受け Digital Subtraction Unit (日立メディコ社特製)にて差分を抽
出する。差分画像 (High-speed DSE 画像)上，白はその画素の超音波後方散乱強度が増加した変
位部分を示し，黒は超音波後方散乱が減少した部分を表す。同一後方散乱強度のまま経時的にも変
移しない構造物はノてックグラウンドのグレイとなり，抽出されない。さらに計測対象に応じて後処










心腔内での運動ベクトルをまず High-speed DSE ~C::て描出する。次 iと後処理として Image Proｭ



















ので本法の高い医学的有用性が確認された。本 High-speed DSE の適応は， 循環器領域以外にも，
肝胆勝などの実質臓器診断・胎児診断等にも広く応用可能である。さらに超音波造影剤などの併用 iと
より腹部実質臓器中の血流ベクトノレや流線の表示など従来全く不可能であった医学応用が期待される。
論文審査の結果の要旨
本研究は，時間差 30msec.以下の超音波B モード断層像どうしを，減算し差分抽出を行なうことに
より，超音波画像診断法における動的変位の検出能力を時間・空間分解能ともに著しく高める乙とを
可能とした High-speed DSE法の原理を述べ装置を開発した試作研究である。
さらに臨床的基礎検討の成果である雑種成犬におけるペースメーカ刺激による心室性期外収縮の発
生源の同定や， ヒ卜での頚動脈壁の伸展性の可視化などは，いずれも従来のいかなる医用画像診断装
置 lとても計測できなかったものであり，本論文の医学的価値は充分に高いものと認められた。
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